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［ピアノ］ 清水和音
完璧なまでの高い技巧と美しい弱音、豊かな音楽性を兼ね備えたピアニスト。
ジュネーヴ音楽院にて、ルイ・ヒルトブラン氏に師事。1981年、弱冠20歳で、パリの
ロン＝ティボー国際コンクール・ピアノ部門優勝、あわせてリサイタル賞を受賞し
た。これまでに、国内外の数々の著名オーケストラ・指揮者と共演し、広く活躍し
ている。室内楽の分野でも活躍し、共演者から厚い信頼を得ている。これまでに
ソニーミュージックやオクタヴィア・レコードなどから多数のＣＤをリリースし、各誌
で絶賛されている。2011年には、デビュー30周年を記念して、ラフマニノフのピア
ノ協奏曲第1番～第4番とパガニーニの主題による狂詩曲の全5曲を一度に演
奏するという快挙を成し遂げた。2014年から2018年の５年間では年２回のリサ
イタル・シリーズ「清水和音 ピアノ主義」を開催。幅広いレパートリーで聴衆を魅
了した。2016年4月からは、年６回の室内楽シリーズ「芸劇ブランチコンサート」を
開始するなど精力的な活動を続けている。デビュー40周年となる2021年春には
「三大ピアノ協奏曲の響宴」で、ベートーヴェンの「皇帝」チャイコフスキー第1番
そしてラフマニノフ第2番の３曲を一気に披露。秋には「清水和音 ピアノの祭
典」と題し、ソロから室内楽まで４時間を超えるプログラムで大きな存在感を示し
た。桐朋学園大学・大学院 教授

1961年に発足、北海道唯一のプロ･オーケストラとして「札響」の
愛称で親しまれ、2021年に60周年を迎えた。透明感のあるサウン
ドとパワフルな表現力は、国内はもとより海外でも評価が高い。歴
代指揮者には、名誉創立指揮者の荒谷正雄、ペーター･シュヴァ
ルツ、岩城宏之、秋山和慶、尾高忠明、マックス･ポンマー、ラドミル
･エリシュカなどがいる。現在は、首席指揮者にスイス出身のマ
ティアス･バーメルト、名誉音楽監督の尾高忠明、友情客演指揮
者の広上淳一、指揮者の松本宗利音を擁する。例年の年間公
演回数は約120回。さらに小編成でのアウトリーチ活動にも積極
的に取り組んでいる。海外ではこれまでにヨーロッパ、アメリカ、ア
ジア諸国を訪問し、各地で好評を博した。

1984年桐朋学園大学音楽学部卒業。86年同研究科修了。指揮を小澤征爾、秋山和慶、尾高忠明
の各氏に師事。83、84年にはジャン・フルネ氏にも学ぶ。86年よりウィーン国立音楽大学指揮科に留
学、オトマール・スイトナー氏に師事し研鑚を積んだ。帰国後、日本センチュリー、仙台フィル、神奈川
フィルの指揮者を歴任。NHK響、読売日響、東京都響、東響、日本フィル、新日本フィルを始め、国内主
要オーケストラと長年にわたり共演を重ねている。2000年より仙台フィル常任指揮者に就任。オーケス
トラの発展に情熱を注ぎ込み、06年3月までその任を務めた。06年には大ブームとなったドラマ「のだ
めカンタービレ」に演奏及び指揮指導で参加し、注目を集めた。国内だけでなく96年には南西ドイツ・
フィル、スロヴァキア・フィルの定期演奏会にも出演しいずれも好評を博した。的確な棒さばきと音楽に
対する誠実な姿勢でオーケストラからの信頼が厚い。桐朋学園大学、東京藝術大学非常勤講師。
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